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桜島での海藻の分布と季節的消長

野呂忠秀*'，南波聡*’

DistributionandSeasonalityofSeaweedsinSakurajimals.,Kagoshima,Japan
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K2yzｲﾉ0γzis：Algae,distribution,Sakurajima,Kagoshima,Japan

Abstract

Atotalof70benthicmarinealgaltaxawasidentiiiedfromcoUectionsmadearoundSakurajimals‐

land，KagoshimaPrefecture,Japan・EighteenspeciesbelongingtophylumChlorophyta，１５spe‐

ciesfOrPhaeophyta,３４speciesfOrRhodophyta，１speciesfbrCyanophytaand2speciesfbrsea‐

grasswerereportedfromcoUectionsofl986・MorecommongenerawereCoc加獅，Ｓα，gzzss況沈，

G抑加獅ａｎｄＧれzc伽加.Ｆα伽eα””勿肋SEGAwA(Rhodymemaceae,Rhodophyta)wasanewly

reportedspeciesfromsouthempartofJapan・Thispaperdealtwiththedistribution,seasonalsuc‐

cessionandreproductiveperiodofbenthicmarinealgaefbundinSakurajimalsland．

桜島は鹿児島市の東３kｍの鹿児島湾内に位置する東西１０kｍ，南北８kｍの火山島で

あった。しかし1914年の大噴火により，幅400ｍ，深き７０ｍの東桜島水道が溶岩で埋没し，

現在では大隅半島と完全な陸続きとなっている。その結果，東桜島水道の通っていた牛根海

域では海水の交換が悪くなり，1960年代に始まったハマチ養殖の影響と相まって水質の悪化

をきたし，1977年以降は赤潮プランクトンＣ加肋"伽"@α伽aHARAejCHIHARAによる赤潮の

発生を見るに至っている''2)。また牛根に始まったハマチ養殖は，現在大隅半島の垂水市沿

岸から桜島南部の古里沖にまで及び，桜島沿岸域の海水汚染の原因となっている。

本研究はこの桜島における一般海藻類の分布と，その季節的な消長ならびに成熟時期を明

らかにするために行われた。

方 法

1986年１月から12月にかけて鹿児島県下桜島の６点（塩屋ヶ元，高免，袴腰，湯之港，有

村及び牛根）において潜水により水深7-8ｍ以浅の一般海藻類（紅藻サンゴ藻類を除く）

を採集した（Fig.１)。採集した海藻は，１０％ホルマリン海水で固定後に謄葉標本とし，種名

の同定を行うとともに，凍結ミクロトームを用いて生殖器官の有無を調べた。なお本研究で

*ｌ鹿児島大学水産学部海洋基礎生産学講座（LaboratoryofMarineBotanyandEnvironmentalScience，
FacultyofFisheries,KagoshjmaUniversity,50-20Shjmoarata4,Kagoshima890,Japan）
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Fig.２．Monthlytemperaturesofsurface
wateratHakamagoshi,Sakurajima
lso，inl986．

０

用いた海藻の謄葉標本はすべて鹿児島大学水産学部海洋基礎生産学講座藻類標本室に収蔵し

た。

Fig.１．MapofSakurajimalsland,showinglocationofthe
stations．

結果と考察

調査期間中の水温実測値をFig.２に示した。それによれば最低水温は１月14.5℃，最高

水温は７月の29.3℃で，年平均海水温度は２１．１℃を示した。

またTablelには，調査期間中に採集された海藻の種名と標本の総個体数を表した。ここ

で示した標本総個体数とは，枠取り等の定量的な調査により得られた数ではなく，毎月一回

の潜水調査により採集できた海藻個体数を一年間にわたって合計したものであり，海藻現存

量の多寡傾向を示す指標として用いた。

それによれば，袴腰は桜島の中で最も海藻相の豊富な地域であり，桜島に出現する海藻類

のほとんどがこの袴腰海域に生育しており，緑藻ミル属・褐藻ヒジキ・アカモク・ワカメや

紅藻オゴノリ属の藻類が優占していた。その多くは南日本の内湾に一般的な海藻類であった

が，興味深いものとしては深さ３－５ｍの岩陰に紅藻トゲナシマダラＦα"cﾉZea妙”勿肋

SEGAwA3)（Rhodymeniaceae)が生育していた。本種は水中で紫青色の蛍光を発する小型の美

しい海藻で，これまでに伊豆から報告3)されている珍しい種である。

その他の海域では，湯之港において紅藻のマクサ・オオブサ，有村の褐藻ヒジキ・紅藻ム

カデノリ・カバノリ，牛根では海産顕花植物アマモ・紅藻オゴノリ属，塩屋ヶ元では緑藻ミ

ル属・褐藻マメタワラ・水中顕花植物ウミヒルモ，また高免においては褐藻ヒジキ・マメタ

ワラ・ウミウチワ等がそれぞれ優占していた。

田中4）は，今回調査を行った高免の近くの“園山池”から，紅藻タニコケモドキ

(BOS耽伽α"dりjOKAMuRA）を報告している。しかし糸野5)は，この園山池からタニコケモド

キが消失したことを報告しており，今回の調査でも本種の生育を確認するには至らなかった。
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ウスバアオノリＥ""γ”００ゅ加伽zzzJ,Agardh

ヒラアオノリＥ"蛇，り"００ゅ加c”伽ssaNees

スジアオノリＥ"""”ゅ加伽ﾉ舵”J・Agardh
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7５野呂，南波：桜島での海藻の分布と季節的消長
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Fig､５．SeasonaloccurrenceandreproductionofredalgaearoundSakurajimals.，showing

totalnumbersofsterileandfertile（female，maleandtetrasporic）plantsofthesix
stations．
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相が種類・量ともに極めて少なかった。また，1989年には鹿児島湾奥の加治木・国分・福山

海域に緑藻アナアオサが異常に大量発生し，青海苔（緑藻ヒトエグサ）の養殖に被害を及ぼ

したが，潮通しの悪い牛根周辺海域では1986年に既にアナアオサが大量に生育していた。

1960年代に牛根で始まったハマチ養殖は，周辺海域に生費の数を広げ，現在では垂水市か

ら桜島の南岸にある古里にまで及んでいる。桜島の中では海藻相の最も豊富な袴腰でも，近

年その東側の大正溶岩地域で海藻が減少しつつあるが，その原因のひとつとしてこの水質悪

化の影響も考えられよう。

要 約

1986年に鹿児島県桜島の海藻相調査を行ない，海産顕花植物２種，藍藻１種，緑藻18種，

０

句士角ァＯＳＺＤ〃Ｏ”Ｚａｊ７ａｐＯ刀Z'ｃｇ

釦
０
０
０
１

ダジア風の一団

ｂＪＤＬｕＳＺＤ〃ＯｱZZ,ａＪＯＺ.Ｃしｐ“し９



献

7６

褐藻１５種，紅藻34種の合計70種（sp､２種を含む）を明らかにした。本海域での優占種は，

緑藻ミル属，褐藻ホンダワラ属，紅藻マクサ属およびオゴノリ属であった。また紅藻トゲナ

シマダラＦα"肋”””勿肋SEGAwA(Rhodymeniaceae）の生育が本海域で新たに確認された。

さらに桜島に出現した藻類各種の成熟時期をも明らかにしたのでその結果を報告した。
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